
可
観
、
，
脱
程
十
四

IJ 

二
三
人
も
ふ
つ

f
kと
首
を
議
す
。
然
底
是
陀
て
切
候
へ
と
・
下
坂

が
作
の
一
一
尺
四
五
寸
の
大
物
切
を
給
り
け
り
。
推
紙
昔
、
或
は
生
胴
・

生
袈
裟
、
或
は
打
首
同
担
割
二
十
七
人
迄
切
り
け
れ
ば
、
扱
も
能
く
切

り
た
り
・
茂
左
術
門
程
有
け
る
よ
・
共
刀
と
ら
す
る
ぞ
師
て
休
候
へ

と
内
へ
入
給
ふ
。
虎
口

E
菟
れ
、
右
の
刀
を
奔
領
し
足
早
K
邸
宅
せ

り
。
宿
所
へ
飾
れ
ば
‘
は
や
亥
刻
前
に
も
成
り
ぬ
。
門

E
政
吉
け
る

に
、
術
に
は
念
仰
の
即
時
し
、
只
暗
泣
の
外
は
な
し
。
茂
左
術
門
が
飾
る

を
問
て
、
雨
税
並
弟
妹
な
ど
取
付
・昨
野
生
の
涙
に
咽
ぴ
け
り
。
蕊
庄

術
門
布
の
有
松
一
々
物
幣
し
、
君
の
印
刷
と
は
思
へ
ど
も
・
下
援
の
刀

み
る
も
う
る
さ
く
・
若
一
品
に
あ
た
へ
け
り
。
共
後
悪
行
問削
増
、
御
旅

中
へ
切
入
可
被
申
旨
風
説
し
き
り
に
あ
り
。
依
之
御
旅
中
よ
り
早
打

主
以
て
、
忠
直
乱
行
の
休
を
京
都
へ
告
給
ひ
ぬ
。
畑
町山崎
一時前細川一旬
間肝心いい

附崎町剛一

m
L刊
一
一
蹴
一
川
崎
側
句
依
之
隣
図
故
賀
州
へ
被
命
・
討
品
川
す
べ
き

山
賎
完
し
、
己
に
賀
州
へ
御
内
定
有
之
よ
し
也
。
然
鹿
児
忠
芭
の
母

阪
は
、
共
頃
山
川
涼
院
と
巾
似
て
綬
人
民
て
在
江
戸
山
。
此
人
願
給
ム

は
、
此
度
御
免
を
絞
り
越
前
へ
田
山
越
し
、
一
先
づ
申
宥
め
、本
性
陀
も

問
団
成
慨
は
ピ
、
h

地
流
児
被
成
候
此
怖
に
仕
度
候
。
出
品
し
叉
母
を
も
見
分

不
巾
・
私
を
も
山脅
し
候
は
立

、
そ
れ

E
相
聞
に
攻
放
し
可
被
下
哉
と

と
成
り
肉
。

布
の
茂
だ
術
門、

老
後
道
南
居
士
と
桝
し
・
我
等
幼
少
よ
り
隣
家

に
て
、此
物
語
毎
度
申
削
候
。
共
外
早
崎
苔
左
街
門
巨
百
は
、
我
等

航
締
に
て
中
心
中
山
の
児
小
姓
を
勘
候
。
運
強
〈
命
幼
り
極
老
の
後
、此

趣
を
物
語
し
向
。
按
ム

K
J
ニ
}
刑
守
発
康
へ
百
広
石
可
紋
下
と
て
、

既
に
御
惜
町
出
し
も
捌
け
る
時
‘
不
幸
花
て
逝
去
也
。
然
れ
ば
忠
芭

大
坂
の
職
功
も
あ
れ
ば
、
出
方
御
加
岡
山
も
可
有
之
事
と
.
忠
直
も
新

型陣
中
も
島
も
ひ
け
る
成
、
共
御
沙
汰
無
之
故
、
部
党
は
似
恨
の
相
川

よ
り
か
h
A

る
飢
行
に
も
及
び
ぬ
と
い
ふ
。
間
同一氏

て
乞
食
八
兵
術
の
背
中

今
数
削
刷
月
邸
内
へ
出
入
仕
候
商
人
.
越
後
辰
吉
兵
街
と
云
も
の
h

手

代
市
十
郎
申
炉
、
は
、
今
月
十
七
日
諸
方
の
買
懸
日
間
取
に
参
り、

室
町

の
縞
へ
鵠
飾
候
底
、
金
子
三

十
雨
入
一
袋
紛
失
仕
候
。
路
に
て
落
し

巾
も
の
と
存
‘
段
々
簿
あ
り
吉
候
席
、
或
庭
K
て
乞
食
-
人
見
得
め

候
て
‘
何
を
帯
候
哉
と
巾
候
故
、
物
を
取
失
ひ
野
候
旨
申
附
依
へ
ば
、

若
命
子
に
て
は
無
之
哉
.
出
叫
蛇
町
ひ
ろ
ひ
也
候
金
子
有
之
氏
付
、
ぬ
し

の
切
に
会
候
を
利
此
所
陀
殿
山T
候
。
様
子
承
周
知
相
也
候
は
い
お
可
相

渡
旨
巾
候
民
付
、
数
三
十
雨
設
文
等
の
様
子
も
一
々
申
間
候
へ
ば
.

可
硯
小
説
巻
十
四
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被
申
上
候
廊
、
+
ん
に
思
召
共
通
被
仰
向
候
。
依
之
日
夜
馳
急
ぎ
、
既

民
越
前
へ
到
品
川州
、
芭
K
山
山
芭
飢
行
の
府
へ
川
で
・
忠
芭
の
前
に
崎
み
‘

如
何
成
事
K
か
ι
ふ
る
飢
行
、
相
叫
々
無
勿
惚
決
第
也
。
追
付
隣
図
よ
り

推
寄
可
攻
波
よ
し
被
仰
出
倹
へ
ど
も
・
我
与
一
往
御
詑
巾
m
I
迄
会
b

候。

上
の
御
悩
り
を
も
休
め
巾
桜
に
‘
師
甘
く
穏
便
に
立
忍
び
給
ひ
な

ば
・
無
程
召
返
さ
る
べ
し
。
秀
出
脱
会
の
御
市
説明
棋
に
庇
を
付
給
ふ
在
。

承
引
師
一
之
に
沿
い
て
は
・
共
刀
に
て
税
等
を
容
し
給
へ
と
・
肌
ぬ
ぎ

給
ひ
て
忠
直
の
膝
を
推
励
し

/
¥
給
へ
ば
、
巾
山
低
限
は
朱
を
そ
h
A

ぎ

た
る
ご
と
く
成
り
し
が
、
共
限
に
も
涙
を
は
ら
/
¥
と
流
し
、
挟
入

り
車
中
存
候
。
何
方

へ
成
と
も
可
能
越
候
と
て
、
例
の
血
刀
を
一
一
一
一
一
間

も
投
扮
ら
る
。
共
時
、
本
位
に
成
給
ふ
ぞ
御
乗
物
と
、
清
涼
院
援
か
け

給
へ
ば
、
相
閣
の
通
り
衆
物
指
寄
る
と
、
そ
り
ま
込
硲
使
に
か
き
の

せ
-
直
に
盟
後
図
荻
原
へ
配
流
有
之
。
共
後
忠
直
の
弟
忠
吉

E
以
て

忠
直
の
跡
と
し
、
越
前
鰯
庖
七
十
五
寓
石
家
校
し、

宰
相
伊
抽
出守
と

云
川
正
也
。
凡
越
前
倒
内
に
て
、
殺
さ
れ
ぬ
る
人
民
一
部
品
榔
人
に
及
ぶ

と一
Z
o

前
代
未
聞
の
都
北
ハ
也
。
扱
忠
直
配
流
の
節
・
一
閣
と
多
門
と

は
如
何
成
行
候
哉
し
る
も
の
な
し
。
巾
山
直
荻
加
に
て
も
三
子
あ
り
。

永
見
市
正
長
級
永
見
大
縦
長
良
と
一
宮
。
女
子
は
小
梨
美
作
守
が
婆

符
合
仕
候
間
相
渡
し
可
巾
山
花
て
、
不
磁
相
波
候
。
市
十
郎
感
悦
の

飴
り
、
内
五
雨
取
出
し
的
努
相
波
候
庭
、
布
乞
食
且
て
受
不
巾
候
て

申
候
は
‘
此
五
隔
も
ら
ひ
申
心
得
に
候
は
ど

哉
.

十
周
返
し
可
申
候

一
悶
共
皇
制
'
之
候
山
花
て
受
不
申
候
に
付
‘
懐
中
よ
り
金
一
歩

取
出
し
、
せ
め

τ
の
胞
と
て
相
渡
し
候
へ
ば
、
左
慨
は
ピ
是
は
巾
山
町出
.

御
酒
可
給
官
民
て
蹄
取
候
に
付
.
名
主
郡
ね
候
へ
ば
八
兵
術
と
巾
候

て
、
車
整
七
手
合
の
乞
食
の
よ
し
巾
候

τ杓
別
曲
目除
。
扱
市
十
郎
…
能

師
、
主
人
吉
兵
衛
へ
右
の
魁
巾
問
.
=一
十
開
制
渡
し
候
庭
、
士
悶
兵
術

も
感
授
の
飴
り
、
迷
て
右
五
附
八
兵
衛
へ
法
度
候
。
明
朝
早
々
整
七
方

迄
慌
越
・
八
兵
術
へ
可
制
渡
旨
申
付
、
則
乎
代
顕
一
人
相
刷
地
巾
候。

扱
市
十
郎
俄
善
七
宅
へ
能
越
.
八
兵
衛
乞
食
事
を
都
侠
庭
、
八
兵
衛

儀
作
タ
何
方
に
て
も
ら
ひ
炉
、
哉
金
一
歩
持
参
い
た
し
、
乞
食
仲
間
共

へ
申
聞
け
、一

分
を
以
て
沼
肴
相
調
、
夜
中
ひ
た
物
給
べ
巾
候
。
給
ペ

付
不
申
物
充
満
仕
候
放
に
哉
‘
今
晩
死
失
巾
候
よ
し
巾
候
。
市
十
郎

あ
き
れ
川
町
、
死
骸
も
見
届
候
紋
‘相官
じ

へ
巾
訟
し
、死
骸
巾
受
皮
伐

m、

疎
忽
K
外
へ
不
治
級
K
巾
桜
一
地
師
、
吉
兵
衛
へ
共
段
中
間
候
へ
ば

、

則
死
骸
酬削
取
り
無
縁
寺
へ
依
制
し
.
右

E
雨
を
以
て
急
度
仕
た
る
緋

磁
管
候
て
弔
候
旨
.
市
+
郎
俄
悶
路
右
衛
門
へ
迄
物
語
仕
候
。
藷
抑
制
以
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